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歴史まちづくり計画に係る説明資料

令和３年12月16日（木）

取扱注意

第17回前橋市景観審議会資料

資料３
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●よりどころ

●歴史まちづくりの取組み

前橋市歴史文化遺産活用委員会提言書 前橋市アーバンデザイン

前橋市の歴史まちづくり

Ｒ２年度から都市計画課で取組み開始

Ｒ４年度中に「歴史的風致維持向上計画」（歴まち計画）策定、国の認定

●起点
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●歴史まちづくり法（歴まち法）

地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律の略称

●歴史的風致とは

計画策定による効果

歴史的環境整備に対する国からの補助（対象拡大、嵩上げ措置）

前橋市の歴史まちづくり

●重点区域とは

・核となる国指定文化財と一体となった歴史的風致を形成する市街地環境

・計画期間中（概ね10年）のハード・ソフト両面の事業を位置付け

かさ
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歴史的風致

重点区域

具体的事業

計画書の
その他の部分

スタート 中間地点 ゴール
（国認定）

決定

決定

決定

市民周知

簡単な説明

今ココ！

前橋市の歴史まちづくり



本日の説明
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■「歴史的風致」３つ

■「取組方針」と「重点区域」

■「事業」は何をするか



②前橋公園の花見
・前橋公園｜花見
・原嶋屋
｜焼きまんじゅう

中央前橋駅

JR前橋駅

市役所

県庁

前橋市の歴史的風致街なか

Ⅰ 街なかの歴史的風致

③広瀬川河畔

・比刀根橋｜慰霊
・広瀬川｜美観維持

・八幡宮｜初市
・熊野神社｜前橋まつり

①街なかの伝統祭礼

6

朔太郎像

太陽の鐘

臨江閣

前橋八幡宮

上毛倉庫

熊野神社

安田倉庫

妙安寺

源英寺

原嶋屋

龍海院
長昌寺

大手門跡

車橋門跡

るなぱあく

神明宮

前橋公園

昭和庁舎

大蓮寺

平和記念碑



前橋市の歴史的風致

Ⅱ 総社の歴史的風致

総社
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総社神社

元総社地区

③総社山王地区の養蚕集落

・山王廃寺跡、養蚕住宅
｜かしぐね維持

群馬総社駅

元景寺

光巌寺

旧山賀酒造
宝塔山古墳・蛇穴山古墳

遠見山古墳

二子山古墳

愛宕山古墳
熊谷稲荷神社

総社城跡

旧本間酒造

天狗岩用水

五千石用水

山王廃寺跡

総社地区

・古墳群、光巌寺、天狗岩用水
｜歴史顕彰活動

②総社地区の歴史顕彰

①総社神社の祭礼

・総社神社｜獅子舞、成人会盆踊り



三夜沢赤城神社

二宮赤城神社

産泰神社

大胡神社 月田近戸神社

赤城大鳥居

大洞赤城神社

阿久沢家住宅

前橋市の歴史的風致

Ⅲ 赤城南麓の歴史的風致

赤城南麓

①赤城山信仰

・二宮赤城神社～三夜沢赤城神社
｜御神幸

・大洞赤城神社｜山開き
・月田近戸神社｜月田のささら
・産泰神社｜太々神楽
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大胡神社

養林寺

大胡駅

②大胡暴れ獅子
・八坂神社など｜暴れ獅子

上泉郷蔵

上泉駅

西林寺

③剣聖｢上泉伊勢守｣顕彰
・西林寺など｜顕彰活動

八坂神社

大胡城址

諏訪神社

上泉城跡



本日の説明

9

■「歴史的風致」３つ

■「取組方針」と「重点区域」

■「事業」は何をするか



前橋市の具体的事業コンセプトの立案①

前橋の大局的な歴史とまちづくりを取り巻く近年の動き

水と緑と
詩のまち

生糸のまち 藩の復興 関東の華

第三の危機
前橋空襲

第一の危機
前橋城崩落

第二の危機
廃藩置県

幾度の危機を生糸の力・前橋二十五人衆に代表される官民連携で克服

出発点

■製糸業全盛時は県下最大の商業地
→製糸業の衰退とともに街なかも衰退
→「生糸のまち」の歴史認識が希薄化

■戦後群馬をけん引する県都
→社会構造の変化で都市のあり方が変化
→「県都の誇り」の意識が低下

以前と比べてどうなってしまったか？

現在

都市再生
推進法人

官民連携まちづくりの
メインエンジン

前橋デザインコミッション
（MDC）発足

アーバン
デザイン

ビジョンを可視化する
官民共有の羅針盤

太陽の会・風の会発足
街に関わる事業者の増加

第四の危機を前に官民連携の動きが加速＝令和時代の前橋二十五人衆？

前橋ビジョン
発表会

まちづくりの基本理念

再始動

■前橋ビジョン「めぶく。」の登場
→まちづくりに主体的に関わる事業者の出現
→市民特性である「復興への気概」の現れ

■アーバンデザインやグリーン＆リラックス
→デザインで都市を再生（復興）する視点
→特に「ローカルコンテンツ」を重要視

現在はどのような状況にあるか？

歴史継承
官民連携
前橋の誇り
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第四の
危機



前橋市の具体的事業コンセプトの立案②

歴史まちづくりのコンセプト

歴史上の「第四の危機」を乗り越え、質感の高い都市を実現するため、

関東の華・生糸のまちの歴史を継承し、

官民が連携して「前橋の誇り」を取り戻す
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前橋市の具体的事業将来都市像を考える①

第七次総合計画の将来都市像との関係

歴史
継承

官民
連携

前橋の
誇り

新しい価値
の創造都市

歴史まちづくりにおける将来都市像とは？

【第七次総合計画の将来都市像】 【歴まちの事業コンセプト】
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歴史まちづくりの取組方針将来都市像を考える②

街なかの現状から考える

関東の華の
城下町

県都
生糸のまち

戦後復興
町村合併

歴史的なものと都市的（現代的）なものの共存

×UrbanHistory

現在の街なか
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「時代背景の異なる街並み」
「歴史的なもの」「都市的なもの」

都市的環境
芸術文化

これらが一定の調和をもって混在・共存

＝歴史都市まえばし
第１期歴史文化遺産活用委員会提言

前橋を象徴する歴史空間の創造

ヒストリー・クロス・アーバン



歴史まちづくりの取組方針将来都市像を考える③

14「一つの前橋」としての質感

都市全体の構造から考える

城下町
生糸のまち
中心市街地

赤城の神
豊かな自然

東国文化
城下町

城下町
宿場町

古墳群
広大な田園

現
代

近
代

近
世

○「都」と「地方」の構図と同様に、市域内の
都市部と郊外部も相互に支えあう中で交流が生
まれ、それぞれの文化が育まれてきた

○地域の歴史やこれまでの歩みを紐解き、今あ
るものや残されているものを新たな時代に見合
う形で磨きあげ、都市全体の質感を高める

前橋を象徴する
歴史空間

歴史回廊の構築
第２期歴史文化遺産活用委員会提言

歴史空間の横軸連携
＝



歴史まちづくりの取組方針将来都市像を考える④

歴史まちづくりにおける将来都市像

×UrbanHistory
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古きをたずねて新しきを創る

過去を共有して未来を創る温故創新＝
歴史まちづくりの将来都市像

「一つの前橋」としての質感

街なかの現状から見える

都市全体の構造から見える
＋



前橋市の具体的事業

第１期計画における重点区域について

重点区域①

①厩橋地区（街なか）
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重点区域とは、歴史まちづくりを重点的に進める場所

歴まち関連事業を主に実施するところ

前橋の大局的な歴史を象徴し、
最も活性化が望まれているエリア

うまや ばし



前橋市の具体的事業重点区域②
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重点区域とは、歴史まちづくりを重点的に進める場所

歴まち関連事業を主に実施するところ

今も歴史的資源が多く残存し、
駅周辺整備による都市機能の向上が
期待されるエリア

②総社及び総社山王地区

この２地区で１０年間事業を進める

第１期計画における重点区域について



歴史まちづくりの取組方針歴まち三指針

歴史まちづくりの三指針

前橋の歴史性を象徴する施設の復元、民間投資意欲を増進する街なみ整備 等

歴史まちづくりの三指針
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「温故創新」を具現化するための基本的な方向性・指針

高める・創出する

揃える・整える

調べる・魅せる・保全する

景観条例に基づく規制・誘導措置 等

未指定歴史的資源の調査、景観阻害物件への対応、文化財としての価値づけ
未来政策と連携したＡＲ・ＶＲの活用 等



本日の説明
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■「歴史的風致」３つ

■「事業」は何をするか

■「取組方針」と「重点区域」
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【アーバンデザインのモデルプロジェクトエリア】

けやき並木通り

広瀬川

リンク（銀座・千代田・馬場川・中央通り）

歴史的資源を活用したイメージエリア

※各点線はアーバンデザインに示されていない箇所

けやき通り地区景観形成モデル地区

広瀬川河畔景観形成重点地区

前橋公園

臨江閣

黒線・アーバンデザインの範囲

県庁前通り

前橋市の具体的事業厩橋地区（街なか）①

事業実施箇所の検討



前橋市の具体的事業厩橋地区（街なか）②
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前橋市の具体的事業総社及び総社山王地区①

事業実施箇所の検討
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